
男女共同参画をめぐる国の動向

令和8年3月13日に閣議決定された「第６次男女共同参画基本計画」は、男女共同参画社会基本法に
基づき、令和8年度（2026年度）から令和12年度（2030年度）までの5年間の国の方向性を示してい
ます。計画の構成は、「第１部基本的な方針」と「第２部政策編」となっています。

第１部 基本的な方針 第２部 政策編

１男女共同参画基本計画の目指すべき社会

１ 男女が自らの意思に基づき、個性と能力を十分に発
揮できる、公正で多様性に富んだ、活力ある持続可
能な社会

２ 男女の人権が尊重され、尊厳を持って個人が生きる
ことのできる社会

３ 仕事と生活の調和が図られ、男女が共に充実した職
業生活、その他の社会生活、家庭生活を送ることが
できる社会

４ あらゆる分野に男女共同参画・女性活躍の視点を取
り込み、国際社会と協調する社会

２社会情勢の現状、予想される環境変化

Ⅰ 男女共同参画の推進による多様な幸せ（well-being）の実現

Ⅱ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備・強化

Ⅲ 男女共同参画社会の実現に向けた推進体制の整備・ 強化

第１分野 ライフステージに応じて全ての人が希望する働き方を選択できる
社会の実現

第２分野 あらゆる分野における政策・方針決定過程への女性の参画拡大
第３分野 女性の所得向上の実現と経済的自立に向けた環境整備
第４分野 生涯を通じた男女の健康への支援
第５分野 テクノロジーの進展・利活用の広がりを踏まえた男女共同参画の

推進
第６分野 ジェンダーに基づくあらゆる暴力を容認しない社会基盤の形成と

被害者支援の充実
第７分野 男女共同参画の視点に立った貧困等生活上の困難に対する支援と

多様性を尊重する環境の整備
第８分野 防災・復興における男女共同参画の推進

第９分野 地域における男女共同参画の状況に応じた取組の推進
第10分野 男女共同参画の視点に立った各種制度等の整備
第11分野 教育・メディア等を通じた男女双方の意識改革、理解の促進
第12分野 男女共同参画に関する国際的な協調及び貢献

１．国内の推進体制の充実・強化
２．男女共同参画の視点を取り込んだ政策の企画立案及び実施等の推進

資料 ５

社会構造の
動向・変化

人口減少、世帯構成の変化、就業・生
活のあり方 等

意識・価値観の動
向・変化

根強い固定的な性別役割分担意識

テクノロジーの急
速な進展・進化

AI利活用の広がりによる恩恵とリスク

安全・安心に影響
を与える要因

人権尊重、テクノロジーの進展等によ
る新たな形の暴力、地震などの災害等

国際的な潮流 ジェンダー平等、グリーン経済・デジ
タル経済への移行等
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男女共同参画をめぐる奈良県の動向
奈良県男女共同参画プランは、SDGs、女性活躍推進法など国内外の動向を踏まえ、奈良県における

男女共同参画と女性活躍を一層推進するために策定されています。
県内では若者や女性の県外流出、固定的な性別役割分担意識、長時間労働や家事・育児負担の偏り

などが課題となっています。一方、共働き世帯の増加や女性就業率の向上など社会環境は変化してお
り、多様な人材が能力を発揮できる環境づくりが求められています。

こうした状況を踏まえ、性別にかかわらず誰もが希望する
生き方・働き方を選択し、互いに尊重し支え合いながら活躍
できる奈良県の実現を目指し、ジェンダー平等の推進に取
り組むことを目的としています。

１ 基本理念

県全域でジェンダー平等を推進し、すべての人が、性別によって
選択肢を制限されることなく、希望に添った生き方・働き方を実
現することができる社会を目指す

２ 基本目標

○性別にかかわらず、それぞれが個性を尊重しあいながら、公正
かつ多様性が認められる社会を形成する。

○性別にかかわらず、個人の尊厳が重んぜられ、自らの意思に基
づき能力を十分に発揮することができるよう、様々な場面に存
在する固定的性別役割分担意識を解消し、一人ひとりの行動変
容を促していく。

○男女の多様な視点を、誰もが暮らしやすい社会づくりに活かせ
るよう、あらゆる分野において男女共同参画を推進する。



男女共同参画をめぐる奈良県の動向
推進施策

社会全体の意識・構造の改革

働く人の多様性を尊重した誰
もが働きやすい環境づくり

健やかで安全・安心な暮らし
の実現

あらゆる分野におけるジェンダー
平等の視点に立った施策の推進

１ 様々な場面に残る固定的性別役割分担意識の解
消と行動変容の促進

２ あらゆる分野における女性の参画促進
３ 市町村の男女共同参画、ジェンダー平等推進へ

の支援
４ 性別にかかわらず多様性を尊重する社会に向け

た環境の整備
５ 人権尊重の理念に基づく多様性への理解促進

１ 各職場におけるジェンダーギャップ解消の推進
２ 共働き・共育て・共家事の推進
３ 柔軟な働き方の普及
４ 女性の再就業支援

１ 困難な問題を抱える家庭・個人への支援
２ 困難な問題を抱える家庭・個人への支援
３ 生涯を通じた健康な暮らしの推進
４ 防災・防犯分野における男女共同参画の推進

１ ジェンダー平等の視点に立った施策の推進

政策･方針決定
地域･団体
人権尊重

女性活躍
男性の参画
WLB

暴力根絶
相談支援
健康支援

意識改革
教育
多様性



誰もが多様な選択肢から自らが自らの道を選択でき、
活躍できる社会

＜基本理念＞

広陵町男女共同参画推進 ３つの基本目標

固定的役割分担意識に
よらない自由な選択が
できる

男女がともに参画する
機会を確保する

男女がともに働きやす
い町をめざす

主要課題①
女性雇用促進に向けた子育て
サービスの充実

主要課題②
ジェンダー平等と男女共同参画
意識の醸成（啓発の重要性）

・人口構造の変化により、今後
は広陵町の経済成長や地域活
性化力が低下する見込み

・働きたい女性が多いが、介護
や子育てを理由に働けない人
が多く潜在化している

・女性が活躍できているロール
モデルの提示が少ない

・仕事をしている女性が相対的
に低い
(25歳～59歳の就業率77.2%)

・家庭生活での理想と現実の
ギャップが大きい

・男性の家事・子育てへの参画
が少なく、女性への負担が重
い

広陵町男女共同参画推進 ３つの主要施策

あらゆる分野における
男女の活躍

人権が尊重される安全
安心な暮らしの実現

男女共同参画社会の実
現に向けた基盤整備

＜主要課題と基本目標・主要施策＞

＜広陵町男女共同参画行動計画＞

平成30年3月に「広陵町男女共同参画行動計画」の策定後、取
組を進め、現在は後期行動計画の4年目を迎えています。
来年度（2027年度）は、見直し年度となり、第2次広陵町男女

共同参画行動計画の策定を目指しています。

広陵町男女共同参画行動計画について

第2次 広陵町男女共同参画行動計画

前期行動計画・5年間
（2018～2022年度）

後期行動計画・5年間
(2023～2027年度）

第２次広陵町男女共同参画行動計画についても、令和10年度から
令和19年度の10年間として策定。ただし、今後の男女共同参画
に関する国内外の動向や社会情勢の変化に対応し、適切な施策を
図るため5年を目途に見直しを行います。
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前期行動計画 後期行動計画



広陵町男女共同参画行動計画について
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育休取得：男性（常勤） 男性職員（常勤）の配偶者出産休暇等取得率

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

係長級 55.55 35.29 33.33 41.30 49.06 53.49

課長補佐級 57.14 61.90 48.28 42.31 33.33 33.33
課長級 34.61 35.71 33.33 33.33 32.14 25.00

部局長・次長級 25.00 25.00 36.36 40.00 36.36 33.33

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

常勤職員のみ 1.85% 0.00% 0.93% 1.44% 0.49%

各役職段階の職員の女性割合（各年度当初） （単位：％）

子育てや介護を理由に退職する職員の離職率（各年度実績） （単位：％）
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